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令和７年度農業農村整備事業等事後評価技術検討会（補助事業）における委員からの質問等への回答 

委員名等 質問及び意見に対する回答 

齊藤委員 （意見） 

担い手の育成に係るトレーニング施設や研修会などの担い手に係る情報があればと思った。 

 

（回答） 

宮崎県では、宮崎県及びＪＡみやざき等が運営主体となって新規就農者の就農・研修支援に取組まれている。 

＜宮崎県の取組＞ 

「みやざき農業実践塾」 

：宮崎県総合研修センター（高鍋町）にて宮崎県が運営。 

県内全域の新規就農を目指す方を対象に、就農に必要な農業の基礎知識や栽培技術等の習得指導に取組まれている。 

 

 ＜ＪＡみやざき等の取組＞ 

「ＪＡみやざきトレーニング施設」 

：県内 13 カ所に、ＪＡみやざきや一般企業等が運営主体となってトレーニング施設の拠点が設置されており、地域ごとに

産地主力品目を対象として実践的な栽培技術・経営技術の習得に取組まれている。 

 

 ［本地区の取組］ 

  本地区を含む宮崎市では、上記の「ＪＡみやざきトレーニング施設」のうち、宮崎市・国富町を対象エリアとして「(有)ジ

ェイエイファームみやざき中央」運営によるトレーニング施設が国富町（次世代施設園芸団地）にあり、２年間の研修にて就

農者の育成に取り組まれている。本地区に近いトレーニング施設拠点であり、施設野菜（きゅうり）を題材に指導されている。 

（研修生 20 名程／年を募集） 

  高岡町内では、「高岡町農政推進委員会」を中心に担い手確保に取組まれ、トレーニング施設を経由した「新規参入者」も

受入れていく。地域計画（旧人・農地プラン）の策定において、意欲ある新規就農者への農地集積を検討していくこととされ

ている。 

資料１


四角形



 

- 2 - 

委員名等 質問及び意見に対する回答 
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委員名等 質問及び意見に対する回答 
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委員名等 質問及び意見に対する回答 
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委員名等 質問及び意見に対する回答 

齊藤委員 （意見） 

「美しい農村」との項目表現があるが、特徴的な何かがあるのか。何か付け加えられるものがあれば項目はそのままで良い

が、特にめぼしい物が無ければ平たい表現に直すこと。 

 

（回答） 

  評価資料の４の（１）の「⑤農村協働力と美しい農村の再生・創造」については、事後評価取りまとめ様式の項目を引用して

いた。 

  本項では、地区の営農活動において、農村協働力として多面的機能支払交付金を活用した「内山地区共同活動推進会議」にて

農村地域の維持保全活動に取り組まれている旨取り上げたものとなっており、本項目を「⑤農村協働力による農村の維持・保全」

へ変更する。 
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委員名等 質問及び意見に対する回答 

原口委員長 （意見） 

国営事業の水源に変わり、ほ場までの水路は、本事業により開水路からパイプラインに整備されたが、末端部分（取水口・給

水栓）は、田も畑も同じか。 

 

（回答） 

  本地区の農業用水は、事業により開水路からパイプライン

へ整備し、各ほ場には給水栓が設けられている。 

末端部分の給水栓は水田作・畑作のどちらでも使用できる

ように設定されているが、畑作（施設園芸）を行う場合は、

給水栓と末端散水器具（スプリンクラー等）の間に減圧弁や

ストレーナー（ろ過器）、液肥混入器、散水タイマー等の必要

な機材を接続して使用することとしている。 

  これらの散水器具は、県営事業実施中において購入設置す

る場合は、事業負担率と同率程度（8.3%程度の負担）で購入

できるように宮崎県が支援を行っているが、事業完了後は経

営改善事業などの支援制度にて対応している。 

 
 
 
 
 
 
 
 

畑地かんがい散水器具導入 

のパンフレット（宮崎県） 

【施設園芸の場合の例】 

【畑作で散水器具を使用する場合】 
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委員名等 質問及び意見に対する回答 

原口委員長 （意見） 

地域動向人口、世帯数は参考資料に示した旧高岡町も評価書へ入れるといいかなと思った。事業との関係でいろいろとズレて

いるようなので。 

 

（回答） 

  地域動向における人口、世帯数などについて、本地区の情報として旧高岡町を追加して整理する。 

  ※ 反映結果は評価書を参照。 

 

  なお、宮崎県と宮崎市、旧高岡町の人口、世帯数の動向を比較すると、宮崎市のみ人口増加し、世帯数も県増加率の約２倍と

宮崎市に人口が集中しているが、その要因については以下の「第六次宮崎市総合計画（令和６年７月）」により確認した。 

宮崎市では、平成 26 年～平成 30年にかけては宮崎県や旧高岡町と同様に区域外への転出が多く減少傾向であったが、令和元

年以降は新型コロナウイルス感染症の影響により、学生の県内志向（地元志向）が高まったことが要因の一つと推測されており、

若年層の流入によって宮崎市は他の地域と異なる状況となっている。 

  （宮崎市内には大学が６校（国・公・私）あるほか、短大も２校あり、県内進学者が宮崎市に集中している。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 宮崎市の人口（転入・転出動向）/第六次宮崎市総合計画 
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委員名等 質問及び意見に対する回答 

原口委員長 （意見） 

効果として「農泊の活用」とあるが、当事業のつながり（関係性）が見えないので次回説明を。取組があることは紹介してい

いと思う。 

 

（回答） 

  宮崎市では、土地改良事業による農業生産基盤の整備を単なるインフラ整備で終わらせず、それを土台とした農村の収益力向

上や担い手育成に繋げるための振興策として「農泊」の推進に取組まれている。 

 

  本地区では、事業により区画整理の実施と併せてほ場の集約・集積を行うことで、地区の担い手農家の規模拡大や経営改善に

寄与しており、交付金を活用した多面的機能の維持保全活動と相まって農村環境や景観の維持保全が図られている。 

こうした農業インフラの整備を通じて農業生産活動を維持しつつ、農村環境や景観を整え、これらを観光資源等へ活用し「農

泊」などによる都市・農村交流に繋げていく取組である。 

 

  現在、地区内の農泊施設では、滞在型の観光交流拠点として農村の生活環境や自然を体験して頂くＰＲ内容となっているが、

四季折々の地元食材の提供や収穫体験プログラム、道の駅ビタミン館と連携した加工品販売など、食と農の交流促進を促進し、

担い手の収益向上に繋がる取組へ広げていくことを目指して「高岡フードビレッジ協議会」にて体験プログラムの検討がなされ

ている。 
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委員名等 質問及び意見に対する回答 

原口委員長 

豊委員 

 

（意見） 

今後の課題として記載した「直売所」に関して、参考までお客さんに関する情報、出品状況などを知りたい。 

また、直売所に関して、「新たな雇用を創出」とあるが、説明不足のため、当事業とどう関係するのかが見えない。例えば「加

工品」など“６次的”なものに新たに取り組むといった話があれば良いが。 

 

（回答） 

  「道の駅高岡ビタミン館」は、農業農村活性化農業構造改善事業（平成５年）にて宮崎市（旧高岡町）により整備された県内

第１号の道の駅施設であり、産地形成促進施設（ふるさと特産品センター）として直売所を開設したものである。 

  開設以降、高岡町域で生産される農産物やその加工品（団子、味噌、ジャム等）の販売拠点として、農業者等の所得向上と生

産意欲の向上を支え、地域活性化に大きく貢献してきている。 

施設は５年毎に指定管理者の変更があり、令和元年からは高岡町内の農業法人３社の共同出資により設立した「株式会社アグ

リデザイン高岡」により、地元特産を中心に地元農家から届く新鮮な農産物、加工品、および地元牧場の生乳を使用したチーズ

やソフトクリームなどを販売して地域産業振興拠点としての役割を果たしている。（Ｒ６更新、Ｒ６～Ｒ11年まで） 

管理者変更の際に施設をリニューアルし、マルシェやカフェを導入して客層の拡大を図っており、令和２年の年間 15.8 万人

の利用者数、売上額 22.4 百万円から、令和６年は年間 21.2 万人（1.3 倍）、売上額 32.7 百万円（1.5 倍）へ年々向上している。 

 

  （道の駅高岡ビタミン館の利用者数及び売上額） 

 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

施設利用者数（人) 158,188 168,491 189,142 201,379 211,521 

売上金額（円） 22,357,638 24,950,524 29,295,735 31,467,935 32,700,435 

   出典：宮崎県調べ 

 

 ※主な出品は、野菜等の青果物（きゅうり、ピーマン等）、６次化商品は、出資社のえのき加工品、紫蘇茶、ソフトクリーム・

チーズの他は、地元農家が手掛ける切り干し大根、味噌、ジャム、漬物、梅干し等を出品。 
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委員名等 質問及び意見に対する回答 

「道の駅高岡ビタミン館における雇用促進の取組」 

 ○ ビタミン館における雇用について、宮崎市は労働福祉の状況や安定した管理能力を評価基準に含めて指定管理者を選定して

おり、地域の雇用拠点としての継続性を重視している。現管理者は、地元設立の会社であり、地域の生産者と直結した運営体

制を築き、地域雇用の支援に取り組んでいる。 

 

 ○ また、ビタミン館では、地域の特産品やブランド商品のテスト販売の場に活用しており、高岡町商工会の「経営発達支援計

画」に基づき、地元の小規模事業者の販路拡大とそれに伴う雇用機会の創出を後押ししている。 

 

 ○ その他の多様な職種の雇用創設として、キッチンカー「ビタミン号」の導入や、カフェの展開に取組み、販売。調理・サー

ビス等の雇用を生み出している。 

 

【道の駅高岡ビタミン館】 

◇管理会社：「株式会社アグリデザイン高岡」（高岡町内の農業法人３社共同出資） 

◇従 業 員：11名 

◇取 扱 品：地元の野菜、果物、花き、キノコ類、茶、加工品、乳製品等 

 ◇出資構成：株式会社加藤えのき（西日本最大のえのき生産法人） 

       有限会社グリーンハウス宮崎（大葉生産法人） 

       株式会社石川牧場（酪農生産法人、乳製品の加工・販売） 

 ◇施  設：野菜直売マルシェ、ビタミンカフェ、ドッグラン、キッチンカーなど 

                                        

 

 

 

 

【道の駅高岡ビタミン館：全景】 

【道の駅高岡ビタミン館：位置図】 

【野菜直売マルシェ：写真】 
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委員名等 質問及び意見に対する回答 

原口委員長 （意見） 

主要工事の排水路（10.7 ㎞）は、コンクリートなのか。 

多面的組織に関する情報（参考資料Ｐ10）に、「魚道の設置」とあったので、当地区との関連の有無を確認するため、参考ま

で聞いた。 

 

（回答） 

  排水路について、整備前は用排兼用水路で土水路であったが、本事業において用排分離し、排水路はＵ字溝（コンクリート）

へ整備されている。なお、区画整理と一体的に整備しているため、排水路の配置はほ場にとって最適な位置に設置している。 

  これらの排水路は、大淀川支流の内山川へ排水しているが、河川法面の形状に合わせてスロープ状に設置されている箇所もあ

る。 

  多面的機能支払交付金を活用する「内山地区共同活動推進会議」には、構成員に「高岡川漁業協同組合」や「NPO 大淀川流域

ネットワーク」が参画しており、大淀川支流の内山川へ魚やエビ類がスムーズに移動・遡上できるようにすることを目的として、

河川の落差工の箇所への魚道設置や、小学校との環境調査に取組まれている。 

  内山川などの支流河川への魚道設置については、大淀川本流に「高岡ダム」などの構造物があるため、天然アユの遡上が制限

されることから支流の内山川などへ魚道設置を行い、水系全体の生態系を保全するために行っている取組となっている。 

   

 

 

  

 

 
 
 
 

ほ場から内山川への排水接続 

ほ場接続の排水路 

内山川の魚道の設置 


